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しなの鉄道の観光列車「ろくもん」

軽井沢から長野間を運行



【沿線地域の資源（一例）】

➤駅と地域資源が近いAエリア、遠いBエリア、今後展開が期待されるＣエリア

長野 篠ノ井 戸倉 上田 田中 小諸 御代田 軽井沢

別所温泉

JR

別
所

線
しなの鉄道線沿線

新幹線駅あり

しなの鉄道線
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ワイナリー：マンズ（小諸）

美術館：MMoP（御代田）

ワイナリー：ヴィラデスト（東御）

ワイナリー：椀子（上田） 街並み：海野宿（東御）

歴史：上田城（上田） 街並み：柳町（上田）景観：あんずの里（千曲）

温泉：別所温泉（上田）温泉：戸倉上山田温泉（千曲） 景観：姨捨の棚田（千曲）

カフェ・温泉：芸術むら公園（東御）
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しなの鉄道沿線地域の回遊性向上プロジェクト

【目的】

➤軽井沢・上田・長野といった新幹線駅に偏ってしまっている観光客に、しなの鉄道沿線の

魅力を知っていただき、沿線地域を回遊し・楽しんでいただく

➤そのために、観光客がストレスなく回遊できる新たな交通システムを構築する

➤観光客に評価してもらうことで、地元住民の

シビックプライドも向上させる（させたい）

➤長期的には、回遊システムで得た知見や利益

を地元住民のための公共交通に還元

沿線自治体の人口および観光客数

・ R２年度に沿線自治体+しなの鉄道で勉強会を設置

・ R３年度から一部地域（上田市・千曲市）で実証実験

を開始（広域シェアサイクル）



【しなの鉄道沿線地域まちづくり勉強会の設置】

参加団体 ： 小諸市（都市計画課）、東御市（建設課、商工観光課）、上田市（都市計画課）、

千曲市（都市計画課、観光交流課）、しなの鉄道株式会社

企画運営 ： 信州地域デザインセンター（UDC信州）

勉強会の様子（座学）

勉強会の様子（まち歩き）

議題 ： ①沿線地域の価値を再認識（座学）

UDC信州のコーディネーターでもある雑誌出版社
の代表からレクチャー

②沿線地域の価値を再認識（まち歩き）

ホスト団体の案内でまち歩きを実施。座学だけで
は分からない魅力を体験

③各団体の施策・取組みの共有

既存の施策だけではなく、検討中の施策も含めて
沿線自治体等で共有

④沿線地域の魅力を活かすためのアイデア出し

①～③を踏まえた上で、自由な意見交換を実施

➤ 「新幹線駅に偏っている観光客をしなの鉄道沿線地域に
誘客する」というビジョンが共有できた

➤ 各担当者が何となく考えていたことをが、大きなビジョン
として共有できたことが最大の成果



しなの鉄道+別所線

・軽井沢～小諸フリー切符 （新）
・小諸～上田フリー切符 （新）
・軽井沢～別所温泉フリー切符 （既設）
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上田、千曲、東御、小諸エリア
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小諸エリア

⇒観光客や住民がストレスなく回遊できる新たな交通・案内システムを構築
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アプリ（MaaS）で沿線の
交通チケットを選択・購入
店舗サービスなども連携
していく（将来構想）

【全体構想】

しなの鉄道、別所線、既存の公共交通に地域に適した新たな手段を追加し、各地域の資源と結ぶ

※あくまで勉強会で議論した構想であり地域全体で共有・合意されたものではありません



屋代駅

上田駅

必要に応じてシェアカーも追加

（長野トヨタ）

屋代～上田間の鉄道移動

（しなの鉄道）

〇運行日 ： R3.７．１～R3.１２．１９の毎日（約６か月間）
〇運行台数 ： 電動アシスト付き自転車60台（上田市30台、千曲市30台）
〇ポート数 ： 上田市５ポート、千曲市５ポート（合計10ポート）

カーシェアステーション各１箇所（合計２か所）

近距離を自転車で周遊

（シェアサイクル）

戸倉駅

シェアサイクル+シェアカー連携ポート

社会実験サイクルポート

No ポート名称 利用時間
U-1 上田駅お城口 6:00～22:00
U-2 上田城跡駐車場 24時間
U-3 上田市観光会館 24時間
U-4 ドコモショップ上田店 24時間
U-5 健康プラザうえだ 24時間

【千曲市】
No ポート名称 利用時間
C-1 千曲市総合観光会館 24時間
C-2 戸倉駅駐輪場 24時間
C-3 屋代駅前駐車場 24時間
C-4 千曲市役所 24時間
C-5 千曲市日本遺産センター 24時間

【上田市】

【広域シェアサイクル社会実験 （R３年度：Aエリア（上田市、千曲市）で実施）】

しなの鉄道、別所線、既存の公共交通に地域に適した新たな手段を追加し、各地域の資源と結ぶ



上田市出発式（R3.7.1）

新聞掲載（信濃毎日）R3.7.2

新聞掲載（信濃毎日）R3.7.2

abn長野朝日放送 R3.9.11

NHK長野放送局 R3.9.29

【広域シェアサイクル社会実験 （R３年度：Aエリア（上田市、千曲市）で実施）】

地元高校、大学との連携授業、シェアサイクルを使った観光ツアーなど様々な分野へ波及



〇実験主体 ： 上田市、千曲市 （サポート：UDC信州）

〇実験期間 ： R3.７．１～R3.１２．１９の毎日（約６か月間）

〇運行台数 ： 電動アシスト付き自転車60台 （上田市30台、千曲市30台）

〇ポート数 ： 上田市５ポート、千曲市５ポート（合計10ポート）

【実証実験中の利用実績（速報値）】

・ 登録者数 ６８２人

・ 利用者数 1,754人 （上田市：815人、千曲市：９３９人）

・ 利用回数 2,467回 （上田市：1,114回、千曲市：1,353回）

・ 回 転 数 ０．２４回/台・日 ※独立採算を考えると最低でも「1.0回/台・日以上」は欲しい

【アンケート調査等】

・ 市民アンケート 583人に実施 （集計中）

・ 利用者アンケート 77人に実施 （速報値あり）

・ GPS追跡調査 10月～11月の１ヵ月間実施 （分析中）

【広域シェアサイクル社会実験 （R３年度：Aエリア（上田市、千曲市）で実施）】

半年間の社会実験で成果（想定外も含む）と課題が明らかになった

上田市～千曲市～長野市を結ぶ全長23.1kmの自転車道も活用された→



【利用者アンケートの概要】

目的 ： 利用者に対して、属性や利用目的、利用頻度、満足度、意見・要望等を調査

次年度以降の社会実験・本格導入に向けた現状課題を把握する

対象 ： 上田市・千曲市でシェアサイクルを利用した方(６８２名)

方法 ： WEB アンケート

回答 ： ７７人

【利用者アンケートの結果】

マイカーからの乗り換えが
３割～４割
→ゼロカーボンの推進

観光目的が３割～４割
→観光促進

鉄道+自転車が４割～５割
→二次交通として機能

【広域シェアサイクル社会実験 （R３年度：Aエリア（上田市、千曲市）で実施）】

鉄道と合わせた利用やマイカーからの乗り換えなどが確認できた



【利用者アンケートの結果】

消費促進や滞在期間の延長
に高い評価

シェアサイクルの評価は高い
→自転車の性能やポートの
位置や数は課題

⇒現在実施中の市民アンケートでも同様の傾向があったことから、両市ともに
来年度も社会実験を継続の予定（自転車やポートも拡充予定）

【広域シェアサイクル社会実験 （R３年度：Aエリア（上田市、千曲市）で実施）】

消費促進や滞在時間の延長にも効果。一方で自転車の性能やポート数は課題



【広域シェアサイクル社会実験 （R３年度：Aエリア（上田市、千曲市）で実施）】

R４年度は、様々な交通手段を使って２つの日本遺産を巡る企画も検討中！

上田駅

戸倉駅

日本遺産 ＃92 （千曲市）

月の都 千曲

－姨捨の棚田がつくる摩訶不思議な月景色「田毎の月」－

日本遺産 ＃９３ （上田市）

レイラインがつなぐ「太陽と大地の聖地」

～龍と生きるまち 信州上田・塩田平～

しなの鉄道線

別所線



【全体構想】

しなの鉄道、別所線、既存の公共交通に地域に適した新たな手段を追加し、各地域の資源と結ぶ

このツールを使って、いかにこの地域を楽しんでいただくか、地域や各拠点との
繋がりや関係性をどうつくっていくかを多様な方と考えていきたい。

※あくまで勉強会で議論した構想であり地域全体で共有・合意されたものではありません


